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錦海塩田跡地におけるアッケシソウの生態
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1 . は じ め に

アツケシソウSalicornia europaea1 ± ,北半球 

に広く分布するアカザ科アツケシソウ属の1 年草 

であり，日本では主に北海道，本 州 （宮城県）， 

四国の海岸に生育している（北川， 1 9 8 2 ) .本種 

は海岸の開発により減少傾向にあることから，絶 

滅危惧1 B 類 ( E N )に位置づけられており，瀬 

戸内海沿岸地域では岡山県，香川県，愛媛県，徳 

島県において記録があるが，このうち後者の2 県 

では絶滅したとされている（環境庁（編)，2000). 
当地域における本穂の也育は，塩田の発達に伴う 

北海道からの国内帰化であると考えられている 

(宮脇(編)，1982).
岡山県においては，邑久郡牛窓町及び超久町に 

またがる錦海塩田跡地，及び倉敷市児島宇野律に 

本種の生育が見られ，錦海塩田跡地の生育地は香 

川県産種子の人為的な播種により成立したもので 

あ I ' ) (杉原，1 9 8 5 ) ,また，會敷市児島宇野津の 

生育地は四国，あるいは錦海塩田跡地からの移入 

によ I)成立したと考えられている（大久保，1999). 
このような成立過程を考慮に人れると，錦海塩田 

跡地のアツケシソウをいわゆる貴重種として取り 

扱うことには留意すベき点もあるように思われる.

アツケシソウを対象とした植生学的な研究は， 

主に北海道(辻井,1956 ; 伊藤，1959， 1 9 6 1 ;内 

山，1999, 2000)， 及び香川県（環境庁， 1982 ; 

宮 脇 （編），1982 ; 和気 •新居， 1 9 8 2 )において

行われているが，岡山県での詳細な調査報告はさ 

れていない.また，個体群動態についての研究は， 

イングランドのノーフォークにおいて行われてい 

る が (Jefferies et a l . , 1 9 8 1 ) ,日本における詳 

細な調査報告はされていない.

本論文では，錦海塩田跡地におけるアツケシソ 

ウ群落の分布•種 組 成 •立 地 環 境 （地形），及び 

個体群動態について報告する.

2 . 調 査 地

錦海塩田跡地は，岡山県邑久郡牛窓町及び邑久 

町にまたがって位置し，面積は約300h a と広く， 

敷地内には水路が縦横に通っている（図 1 ) . アツ 

ケシソウは，塩田跡地と錦海湾を仕切る堤防に隣 

接する敷地の塩湿地部分に分布しており，この部 

分を調査地とした.現在，敷地内は潮の干満の影 

響を直接受けない環境になっているが，堤防が設 

置される以前には，干満による水没-露出を繰り 

返す環境であったと推測される.海水が堤防下を 

浸透.通過しているようで，分布地の所々に小さ 

な薄筋が存在している.

当調査地は温暖寡雨の瀬戸内気候区に属 してお 

I ) , 最も近くに位置する虫明観測所において1995 

年から1999年までに測定された気象データによる 

と，年降水量の平均値は1,167刪，年平均気温の 

平均値は14.9°Cであった.また，個体群動態調査 

を実施した1997年の月降水量，月平均気温及び月
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日照時間を図 2 に 示 す . 1997年の年降水量は 

1，209mn,とほぼ平年並みであり，月降水量では7 

月と9 月が300mm前後と多く，他の月は概ね50〜 

100mm程度であった.1997年の年平均気温につい 

ても14.9X： とほぼ平年並みであり，月平均気温で 

は 1 月， 2 月がそれぞれ3.9°C， 3.8°Cと最も低く， 

8 月が26.7°Cと最も高かった.月日照時間は8 月 

が最も長く 214.3時間，ついで長かったのは3 月， 

4 月，10月の170時間台であり， 11月から 2 月の 

冬期にかけては最も短かった.

3 . 調 査 方 法

3 . 1.植 生

相観による現存植生図を1998年 3 月に作成し， 

調査地内におけるアツケシソウ群落の分布状況を 

把握した.群落区分は比較的広い面積を有する群 

落のみに限り，眺望の良い場所から周囲の人工構

造物等との位置関係を参考にして群落境界を図示 

した.

ついで，当調査地の主要群落であるアッケシソ 

ウ群落，ヨシ群落について種組成，及び立地環境 

の-•つである地形を1998年11月に調査した.対象 

となる2 つの群落が隣接する箇所において，両群 

落が含まれるように40m X 1 mのベルトを1 本設 

置した（図 3 ) . ベルトは1 m X 1 mのサブプロッ 

卜に分割し，各サブプロットの種組成及び各種の 

被度 •群度を記録し，レベルを用いて地形を測定 

した.

3. 2 . 個体群動態

1997年 3 月下旬から10月下旬にかけて調査を実 

施した.前年から残存する枯死体を参考にして密 

度及び個体サイズが比較的一様と思われる箇所を 

3 月下旬に選定し，そこに30cmX 30cmのサンプリ
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図 2 . 1997年における気象データ
グラフ中に記入した数値は各月における日照時間を表している.

図 3 . 調査地における現存植生図
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ング•プロットを設定した（図 3 ) . その中から 

約 1 ヶ月おきに5 cm X 5 cmの単位面積を1 セット 

として， 3 セットのサンプルを採取した.サンプ 

リングは単位面積内のすべての個体を根元からハ 

サミで切り取ることによって行い，各サンプルは 

室内に持ち帰ってから，個体数及び個体長を測定 

し，それぞれ平均値を算出した.分枝した個体に 

ついては最長部を個体長とした.本種は節状の構 

造を持ち，節ごとに花を付けることから，開花が 

はっきりと確認できる10月下旬のサンプルで，花 

の形成されている節数を計測した.

なお，サンプリングは通常，月の下旬に予定し 

ていたが， 7 尸]については都合上，8 月 3 日になっ 

たため，文章上では8 月上句と記述している.

4 . 調 査 結 果

4 . 1. 植 生

4 . 1 . 1 .  主要群落の分布状況

現存植生図を図3 に示す.調杏地の環境は，塩 

湿地部分と埋立地部分に大別でき，前者にはアッ 

ケシソウ群落，ヨシ群落，ウラギク群落，後者に

はセイタカアワダチソウ群落が確認された.なお， 

ほぼアツケシソウのみが生育するが，その被度が 

低く，裸地に近い箇所もあったが，組成的な点か 

らアツケシソウ群落に含めたところもある.

塩湿地部分における群落の分布状況をみると， 

ヨシ群落が最も広い面積を占めていた.アツケシ 

ソウ群落は，北部にまとまって見られ，中央部か 

ら南部にかけてはべルト及びサンプリング.プロツ 

卜を設定した場所を除いて小規模で点在する状況 

であった.ウラギク群落は北部に小規模なものが 

点在していた.中央部から南部にかけては北部と 

比較して，埋立地部分が塩湿地部分に張り出し， 

それに対応してセイタカアワダチソウ群落が分布 

する状況であったが，埋立てられる以前には，こ 

の部分にもアツケシソウ群落等が成立していたと 

推測される.

4 . 1 . 2 . 種組成及び立地環境（地形）

アツケシソウ群落，ヨシ群落の各群落における 

種組成，被度，及び地形を図4 に示す.アツケシ 

ソウ群落は，土壌表面に微量に水が見えるような

図 4 . 各群落の種組成，被度及び地形

地形を表す数®については，便宜上，中央付近を0™としており，擦?:;;とは関連していない.
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湿潤地において優勢であり，i零筋内や水溜まり等 

の過湿地，及び地形がやや高い乾燥地には生育が 

見られなかった.当地は干満の影響を直接受けな 

い環境であることから，当群落が優勢となる湿潤 

地は主に雨水により涵養されていると考えられる. 

種組成については，群落の中心でほほ•アッケシソ 

ウのみが生育し，ヨシ群落との境界付近ではシオ 

クグ，ウラギク等が混也していた.一-方，ヨシ群 

落は，被度の多少はあるものの過湿地から乾燥地 

まで成立しており，ウラギク，ヒロハホウキギク， 

シオクグ，ホコガタアカザが混生していた.

両群落について立地環境（地形）を比較すると， 

ヨシ群落が成立する地形の幅内にアッケシソウ群 

落が含まれており，両群落に明瞭な差異は見られ 

なかった.

4. 2 . 個体群動態

4. 2 . 1 . 密度及び生長

密度，死亡率，平均個体長及び生長率の経時変 

化を図5 及び表1 に，個体の状況写真を図6 に示

す.

密度についてみると， 3 月下旬から6 月下旬ま 

で40〜47個 体 /25恤'程度とほぼ横這いで推移した 

後， 6 月下旬から9 月下旬まで比較的大きな減少 

傾向が続き，10月下旬にかけては減少がやや緩や 

かになった.死亡率は， 6 月下旬から8 月下旬に 

かけて0.32， 0.33と最も高かった.死亡率の高い 

時期と重なるように蛾類と思われる幼虫（種は不 

明）による食害の発生を確認したが，顕著な食害 

は見られず，死亡率の増加要因とは考えにくかっ 

た.

平均個体長についてみると， 3 月下旬には1.1 

cmであり，多くの個体は双葉を残した状態であっ 

た （写真 6 - ( a ) )ことから，発芽後，間もないこ 

とが推測できた.4 月下旬には平均個体長1.3cm, 

生長率1.18と増加は比較的小さいが，本葉がやや
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図 5 . 密度及び個体長の経時変化
グラフ中に記入した数値は，各期間における死亡率，屯长 率を表しており，以下の式により算出した. 

(前月の個体数一当月の個体数)/前月の個体数；•生長率= 当月の平均個体長/油'月の平均個体長

0.0

•死亡率=
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表 1 . 平均個体数及び平均個体長

\ 平均個体数 

(N=3)
標準偏差 死 亡 数 死 亡 率

平均個体長 

(単位：cm)
標準偏差 標 本 数 生 長 率

3 月30日 40 5 1.1 0.3 120
4 月27日 47 11 - 7 -0.18 1.3 0.4 140 1.18
5 月25日 46 4 1 0.02 1.9 0.8 137 1.46
6 月29日 44 8 2 0.04 3.1 1.3 131 1.63
8 月3 日 30 3 14 0.32 5.6 2.3 90 1.81
8 月31日 20 6 10 0.33 7.2 2.4 60 1.29
9 月28日 15 1 5 0.25 9.0 2.9 46 1.25
10月26日 14 5 1 0.07 10.7 2.5 41 1.19

伸長するとともに双葉の枯れた個体が増加した 

(図 6 -(b)). 4 月下旬から生長率が徐々に増加し 

始め， 6 月下旬から8 月上旬にかけては生長率が 

1.81と最も高く， 8 月上旬に平均個体長5.6cmと 

なった.生長は枯れ上がりながら進行し，分枝は 

顕著ではなかった（図 6 -(<■•)).その後，生長率 

は1.29から1.19と徐々に減少するが， 10月下旬ま 

で緩やかな生長を続け，平均個体長は10.7™となっ 

た . 8 月下旬には花芽らしきものが観察され， 9 
月下旬には花がはっきりと確認できた.10月下旬 

には，種子の成熟が始まったためか，各節が膨れ 

てくるとともに，有名な赤変が進行し始めた（図 

6 -(d)).

4. 2. 2 .生産種子数の推定

アツケシソウは節状の構造を持っており（前項 

の図 6 を参照），節ごとに花が形成される.個体 

長と花が形成された節数との間には，図 7 に示す 

とおり，指数関数的な関係が見出された.10月下 

旬の平均個体長10.7cmを代入すると3.6が算出さ 

れ，形成節数 3 〜 4 が推定される.一方，本種の 

花は葉腋に3 個ずつ集まって対生することから 

(北村•村田，1 9 6 1 ) ,すべての花が正常に発達し 

て種子まで成熟できたと仮定した場合， 1 節当た 

りの生産種子数は最髙6 個 と な る .1 節当たりの 

生産種子数を6 個，10月下旬の密度14個 体 /25cnf 

を用いて，25cnf当たりの生産種子数を推定すると，

3 節の場合は3 X 6 x 14=252個， 4 節の場合は 

336個となる.今回の計算では1 節当たりの生産 

種子数を6 個と仮定して252〜336個 / 25cnfを算出 

したが，今後，この仮定部分についての検証が必 

要である.

5.考  察

5 . 1. 植 生

5 . 1 . 1. 種 組 成

当調査地のアツケシソウ群落においては，アツ 

ケシソウがほぼ単独で生育するということが確認 

された.香川県のアツケシソウ群落でも概ね同様 

の傾向がみられるが，時にハママツナを比較的多 

く混生することが報告されている（宮 脇 （編 ）， 

1 9 8 2 ;和気•新居，1 9 8 2 ) .錦海塩田跡地に生育 

する塩生植物としては，アツケシソウ，ハママツ 

于Suaeda maritimeを含む11種が報告されてい 

る （複本，1 9 9 3 )が，ハママツナをはじめ他の塩 

生植物の混生はほとんど見られなかった.伊藤 

(1 9 5 9 )は，北海道の生育地において土壌塩分濃 

度が減少するとアツケシソウ群落にウシオツメク 

サ Spergularia m a r i n a ,ドロイ Juncus gracilli- 

znizsが多く混生してくることを報告している. 

このようにアツケシソウ群落の種組成には，土壌 

塩分濃度が関係していることが示唆されており， 

今後，この点からのアプローチが必要であると考 

えられる.
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a) (lj) (c)

(d )

図 6 . 個体の状況V -S

(a) 1997屯 3 月3011
(b) '1月 27F1
id  8 IJ 3 11
(d) 10 月 2611

5 .1 .2 .立地環境（地形）

当調査地のアツケシソウ群落は，塩湿地内の比 

蚊的湿潤な立地において優勢であった•辻井 

(1 9 5 6 )においては，北沲道の斗:育地におけるアツ 

ゲシソウの立地環境が「波浪の影響を直接受けな 

い場所」，「汀線近い湿潤地」, 「湿性な低地」 と記 

述されており,今Mの調杏結果もほぼM様の傾向 

とえる.

--方，ヨシ群落は，アツケシソウ群落と比較し 

て，過湿地から乾燥地までに成立しており,I山）'群 

落に明瞭な弟異が見られなかった.藤J I : ( 1968) 

は，広島ih1■•朿部の河川河I r部において，立地の?ス 

さによる诚 水時間の違いが群落の形成に影響して

いることを報告してお：），著诉 らもそのような違 

いが姑山されることを当初は想定していた.今Lal 

の結果は,A 調査地が堤防によりT 満の影響を直 

接受けなくなっていることが要因の-•つと考えら 

れる.この点から再調査地の植牛.は地形以外の別 

の環境要因に対応して群落境界が決'定されている 

か，もしくは塩H1廃||-.や堤防設ザ；:の後の遷移途中 

にあることが-考えられ，今後，各群落而積の増減 

に関する動向を迫跡調査する必要性が¥ 唆される. 

また，今後の動例によっては,草丈の高いヨシ群 

落がアツケシソウ群落を圧迫していく可能性も考 

えられる.
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5. 2 . 個体群動態

5. 2 . 1 . 密度及び生長

調査対象とした個体群における密度は， 3 月ド 

旬から6 月下1リまで40〜47個 体 /25cn?程度で推移 

した後， 6 月十川から8 月下旬まで死亡率が'最も 

高くなり，10月下旬には14個 体 /25cnfとなった. 

Jefferies et a l . ( 1 9 8 1 )は，塩湿地の高い部分 

と低い部分のそれぞれに成立するアツケシソウ群 

落を調査し，①両立地とも初期密度が50個体 /25 

cn{程度で最終的に10〜20個 体 /25™{程度になるこ 

と，②密度変化パターンについては，塩湿地の商 

い部分では初期にほぼ横适いで推移し， 6 月丁旬 

から減少し始めるのに対して，低し、部分では初期 

から連続的に減少する違いがあること，③個体の 

死亡が密度非依む：であること等を報告している. 

なお，塩湿地の高い部分と低い部分については， 

原著の rUpper m arsh」 と 「Lower m arsh」 を 

訳した9 葉であり，そのS ;さについて数値で示し 

た明確な記述は見られなかった.

まず初めに報告①と比較する.今回の密度は概 

ね近似した値であると言える.一方，最終的な密 

度は個体サイズと相関があり，個体サイズにより

密度は 1 〜25個 体 /25™f (原著のm 2から換算)

と幅広く変化することが報告されている（伊藤， 

1959 ; Jefferies et a l . , 1 9 8 1 ) .このような幅を 

考慮すると，近似するこれらの密度が'ド均的な密 

度を示しているという考え方の他に，個体の生長 

量によって様々に変化する密度のうちの- 'つがた 

またま-•致したという考え方もできる.

次に報告②と比較する.今回の密度•変化パター 

ンは塩湿地の高い部分での密度変化パターンに類 

似していると言える.Jefferies et a l . (1981) 
は，報告②の密度変化パターンと反対方向にほぼ 

同調する生長パターンを見出しており,そのパタ- 

ンは次のと おりである. すなわち， i ) 冠水頻度 

の小さい塩湿地の高い部分において7 月の大潮に 

よる冠水まで乾燥に伴う極度に高い上壌塩分濃度 

がおそらく生長を抑制しているが，冠水後には条 

件改善によるためか生:Liが活発化すること， i i ) 
土壌条件が比較的良好な低い部分では初期から連 

続的な虫長がみられること（このリI用文献では也 

-艮を乾燥重量で表現している）.今回の結果にお 

いて， 4 月下旬から6 月下旬までの初期生長率 

1.46, 1.63は生活史全体を通してみると比較的高
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図 7 . 個体長と花が形成された節数の関係
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い値であったが，上記の類似点を踏まえると本種 

の持つ潜在的な初期生長率が抑制された結果，こ 

れらの値になっている可能性も示唆できる.当調 

査地は，干満の直接的な影響がなく，降水量も少 

ない地域に位置することから，乾燥に伴い土壌塩 

分濃度が比較的高くなりやすい環境にあると推測 

で き る .7 月に降水量が増加し，日照時間が5 月， 

6 月と比較してさほど増加していないにもかかわ 

らず， 6 月下旬から8 月上旬にかけての生長率が 

1.81と最も高くなることは，気温の上昇よりも多 

量の雨水による土壌条件の改善が影響していると 

推測できる.

最後に報 告 ③ と 比 較 す る .Jefferies et al. 

(1 9 8 1 )は，多くの個体が渴水•高塩分濃 度 •波  

浪 •海藻による実生の被覆により死亡し，死亡が 

密度に依存しないとしている.当調査地において 

後 2 つの現象は生じない.また，確認された鱗翅 

目幼虫の食害についても死亡率を増加させるほど 

大きなものは観察されていない.今回の調査にお 

いて死亡率が最も高かった6 月下旬〜 8 月上甸 

( 0 .3 2 )及び 8 月上旬〜8 月 下 句 （ 0 .3 3 )のうち， 

後者は降水量の少な'/、時期であることから，渴水• 

高塩分濃度による死亡という可能性は考えられる. 

しかし，降水量が多く，不適な条件が緩和された 

と考えられる前者では明確な死亡要因は見当たら 

ず密度依存的な死亡も示唆できるように思われる.

5. 2. 2 . 生産種子数

調査対象とした個体群における個体長と生遊種 

子数との関係式を示すとともに（図 7 ) ， 生産種 

子数を 1 個体当たり18〜24個 ， 25cnf当たり252〜 

336個と推定した.Jefferies et a l . ( 1 9 8 1 )は，

1 個体当たりの生産種子数が密度と相関を持ち， 

塩湿地の高い部分では10〜30個，低い部分では 

1.00〜900個の幅で変化することを報告しており， 

初期生長が抑制される高い部分の個体は生産種子 

数が少ないことを明らかにしている.今回の1 個 

体当たりの生産種子数は，密度変化パターンと同

様に生長が抑制されていた高い部分の生産種子数 

と類似している.

前項の考察と合わせて，アッケシソウ個体群の 

密度，生長及び生産種子数は互いに相関を持ち， 

本質的にはベースとなる生育環境の解析が重要で 

あることが握できた.今後，この点からのアプ 

ローチも必要であると考えられる.

6 . む す び

錦海塩田跡地のアッケシソウ分布地は，土砂や 

牡蠣殻の埋立により徐々にその面積が狭めてられ 

ており，当地が種子の移植により成立したとはい 

え，あまり良好な状況ではない.また，今回の結 

果から当地の環境が生長に対して負の方向に働い 

ている可能性も示唆された.

今後，当地のアッケシソウ群落がどのような動 

向を示すかを見極めるには，群落面積の増減，個 

体群動態，土壌塩分濃度等に関する継続的な調査 

が必要であると考えられる.しかし，本研究は著 

者の 1 人が県外へ転勤となったことから，未解明 

な部分を多く残したまま調査が終了した形となっ 

た.今後，地元研究者による調査の進展を期待し 

たいと思っている.
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